


広広報報いいししかかわわ����月月号号 ●● ��

KKoo
HHoo
IIsshhiikkaawwaa

バ
ス
に
乗
る
と

な
ぜ
か
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

ま
っ
た
く
知
ら
な
い
人
と

同
じ
ス
ピ
ー
ド
で
、
空
間
で

運
転
手
さ
ん
は
今
日
も
安
全
運
転

あ
の
甘
酸
っ
ぱ
い

な
つ
か
し
い
日
を
思
い
出
し
ま
す
。

今
日
も
同
じ
時
間

雨
の
日
も
風
の
日
も
バ
ス
は
走
り
ま
す
。

い
ま
、
バ
ス
は
自
家
用
車
の
普
及
と
少
子
化
な

ど
の
影
響
を
受
け
、
利
用
者
が
減
り
続
け
、
減

便
、
廃
止
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
今
回
の
特
集

で
は
、
生
活
路
線
バ
ス
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
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私
た
ち
が
町
内
で
見
か
け
る
路
線
バ

ス
は
、
ほ
と
ん
ど
が
石
川
町
発
着
で
す
。

古
殿
、
平
田
、
浅
川
、
玉
川
経
由
須
賀

川
、
白
河
、
鮫
川
へ
出
発
そ
し
て
戻
っ

て
き
ま
す
。

　

か
つ
て
こ
の
バ
ス
は
大
勢
の
人
で
あ

ふ
れ
ま
し
た
。
通
学
を
始
め
買
い
物
客
、

通
院
客
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
を
乗
せ

て
走
り
ま
し
た
。

　

バ
ス
の
利
用
者
は
、
自
分
で
交
通
手

段
を
持
た
な
い
生
徒
、
児
童
、
そ
し
て

高
齢
者
い
わ
ゆ
る
交
通
弱
者
で
す
。
現

在
、
自
家
用
車
は
一
家
に
１
台
は
当
た

り
ま
え
、
運
転
免
許
保
有
者
一
人
１
台

も
普
通
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

通
学
バ
ス
の
運
行
、
医
療
機
関
の
送
迎

バ
ス
の
運
行
な
ど
、
路
線
バ
ス
の
利
用

は
益
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
車
は
ガ
ソ
リ
ン

が
な
い
と
動
き
ま
せ
ん
。

　

よ
く
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
調
査
で
「
原

油
は
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
枯
渇
し
ま

す
。」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
実
は
こ
の

見
方
は
、
今
ま
で
の
原
油
の
消
費
動
向

を
基
準
と
し
て
消
費
や
経
済
が
行
わ
れ

た
場
合
の
予
測
で
す
。

　

日
本
で
は
、
現
在
１
億
２
千
万
人
の

人
口
に
対
し
７
千
万
台
の
車
が
普
及
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
自
動
車
の
発
展
と

と
も
に
約　

年
の
歴
史
を
か
け
普
及
し

４０

た
も
の
で
す
。

　

今
、
イ
ン
ド
や
中
国
の
経
済
の
発
展

は
、
目
ま
ぐ
る
し
い
も
の
で
す
。
経
済

は
も
ち
ろ
ん
技
術
の
発
展
は
、
日
本
の

高
度
経
済
成
長
を
し
の
ぐ
勢
い
で
す
。

こ
の
イ
ン
ド
や
中
国
の
人
口
は
、
現
在
、

イ
ン
ド　

億
人
、
中
国
が　

億
人
と
言

１０

１２

わ
れ
て
い
ま
す
。
両
国
と
も
原
油
は
、

中
東
な
ど
か
ら
の
供
給
に
頼
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
も
し
、
こ
の
２
国
に

日
本
の
よ
う
な
車
社
会
の
発
展
が
お
き

た
ら
…
。

　

現
在
の
ガ
ソ
リ
ン
の
高
騰
は
、
あ
き

ら
か
に
目
に
見
え
る
も
の
で
す
。
ガ
ソ

リ
ン
１
リ
ッ
ト
ル
「
ウ
ン
百
円
」
の
時

代
は
間
近
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▲乗合自動車（「福島交通７０年の歩み」より）

石
川
町
は
、

路
線
バ
ス
の
拠
点

現
在
の
バ
ス
事
情

　明治４３年（１９１０）石川郡には人力車が３０台、常
用馬車が２台あって現在のタクシーの役目を果た
していました。明治４０年ごろからは、石川～竹貫
間を１日１往復、現在観光地で見るような客馬車
が走っていました。トテトテとラッパを鳴らしな
がら走ったのでトテ馬車とも呼ばれていました。 
　大正１３年７月には、乗合自動車（バス）が竹貫
～白河間に開通しました。翌１４年４月には上遠野間、
同１５年には竹貫～須賀川間を１日数回走るように
なり、石川町民は、バスを利用し東北本線などの
汽車への乗り換えが便利になりました。 
 
 

石川地方のバスの歴史
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交
通
弱
者
の
足
の
確
保
を
目
的
に
、

町
で
は
不
採
算
と
な
っ
て
い
る
路
線
へ

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
要
件

に
よ
り
国
県
の
補
助
が
打
ち
切
ら
れ
た

路
線
に
対
し
て
も
代
替
バ
ス
の
運
行
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
路
線
は
、

利
用
者
の
減
少
に
よ
り
赤
字
額
も
上
昇

し
町
の
負
担
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
利
用
者
の

少
な
い
路
線
な
ど
を
対
象
に
バ
ス
事
業

者
、
沿
線
町
村
や
地
元
利
用
者
と
十
分

な
協
議
を
重
ね
廃
止
や
減
便
を
行
な
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
今
、
便
利
な
交
通
社
会
を

お
く
っ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
１

分
１
秒
と
い
う
時
間
を
、
自
由
に
そ
し

て
、
快
適
に
生
活
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

も
す
べ
て
が
、
日
本
に
は
な
い
、
石
油

と
い
う
限
り
あ
る
資
源
か
ら
も
た
ら
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

現
在
、
石
川
町
に
は
黒
字
路
線
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
こ
の
ま
ま
バ

ス
の
利
用
者
が
減
少
し
て
い
け
ば
、
石

川
町
か
ら
路
線
バ
ス
が
消
え
て
し
ま
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

い
ま
、
本
来
、
経
済
的
・
効
率
的
な

輸
送
機
間
で
あ
る
バ
ス
が
、
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
も
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

バ
ス
の
存
続
は
、
利
用
者
は
も
ち
ろ

ん
、
私
た
ち
す
べ
て
の
住
民
が
考
え
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

路
線
バ
ス　

町
の
財
政
負
担

バ
ス
の
こ
れ
か
ら
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いしかわ健康夢フェスタ
　１０月７日、石川小学校体育館で㈱夢つくりいしかわ初のイ
ベント第１回いしかわ健康夢フェスタが開かれました。 
　秋といえば「食欲」・「スポーツ」それらはすべて健康から！
この日は、体力測定、骨密度測定、歯科・お薬等の相談コーナー、
ＡＥＤの使い方、各種健康器具の紹介などなど、健康に関する
さまざまなブース立ち並び、たくさんの皆さんが訪れ、健康
について考え楽しい時間を過ごしました。 

陶を楽しみ炎を楽しむ
陶楽炎祭２００７

　芸術の秋！１０月２０日、母畑レークサイドセンターで
ＮＰＯ法人ウェーブゆい主催、陶楽炎祭２００７が開かれ
ました。火おこしコンテスト、ミニ窯コンテストのほか
オカリナやとんぼ玉づくり、土器作り体験や美味しい
焼き芋づくりなどたくさんのイベントに楽しい時間を
過ごしました。また会場では、「ＬＬＰ夢結」が作った石
川産米泡盛「三拝云」（本当にありがとうの意味）も初
めて販売されました。 

も～も～スクール
�in中谷第二小学校

　１０月３０日、中谷第二小学校で出前講座「うつくしま
も～も～スクール」が開かれました。この講座は石川
酪農研究会・石川酪農婦人部が主催で、子ども達が乳
牛や仔牛にふれることで「やさしい心」や「命の温もり」、
「食の大切さ」を学んでもらおうと開催されたものです。
この日は、牧場の仕事の話を聞いたり、バター作り、搾
乳体験など直接、牛とふれあい楽しい体験をしました。 

▲AED講習 

▲骨密度測定コーナー 

▲牛の心音を聞いてみよう 

▲ちゃんとできるかな？バター作り体験 

▲土器づくり体験  出来上がりは満足？ 

▲会場では石川地方産の米で作った泡盛も販売 

楽しかった

のイベント

楽しかった

秋秋秋秋のイベント



　

10
月
19
日
、
町
長
室
で
平
成
19
年
度
経
済
産
業
省
所
管
統
計

調
査
功
労
統
計
調
査
員
感
謝
状
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
の
は
、
鈴
木
昭
治
さ
ん（
大
室
）と

中
島
辰
昭
さ
ん（
沢
井
）で
す
。お
二
人
は
永
年
に
わ
た
り
工
業
、

　

10
月
14
日
、
あ
さ
ひ
公
園
で
2
0
0
7
認
定
農
業

者
会
収
穫
祭
・
第
5
回
青
空
市
が
共
同
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

農
業
、
商
業
と
消
費
者
が
交
流
す
る
こ
と
で
消
費

拡
大
、
地
産
地
消
の
推
進
と
商
店
街
の
賑
わ
い
づ
く

り
を
目
指
そ
う
と
認
定
農
業
者
会
と
商
工
会
商
業
部

が
共
同
で
初
め
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

農
産
物
、
特
産
品
の
販
売
の
ほ
か
、
餅
つ
き
や
り

ん
ご
皮
む
き
大
会
、
季
節
の
大
鍋
な
ど
イ
ベ
ン
ト
も

盛
り
だ
く
さ
ん
、
静
岡
市
の
認
定
農
業
者
協
会
も
特

産
の
お
茶
や
み
か
ん
を
持
っ
て
来
町
す
る
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
が
訪
れ
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

交
通
安
全　

防
犯
を
願
い

　
　
　

鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド

　

10
月
10
日
、
ク
リ
ス
タ
ル
ロ
ー
ド
で
交
通
安
全
・

防
犯
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

共
同
福
祉
施
設
前
で
行
わ
れ
た
出
発
式
で
は
、
南

山
形
小
学
校
6
年
関
根
志
歩
さ
ん
が
元
気
に
出
発
宣

言
。
山
形
小
学
校
6
年
橋
本
美
樹
さ
ん
ら
が
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
を
行
い
出
発
し
ま
し
た
。
沿
道
に
は
多
く
の

人
た
ち
訪
れ
、
児
童
・
生
徒
は
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
十
分
に
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
児
童
・
生
徒
は
次
の
と
お
り
で
す
。
石
川
文

化
幼
稚
園
、
南
山
形
小
学
校
、
山
形
小
学
校
、
中
谷

第
一
小
学
校
、
中
谷
第
二
小
学
校
、
石
川
小
学
校
、

学
校
法
人
石
川
高
等
学
校
。

収
穫
祭
と
青
空
市
に

　
　
　

た
く
さ
ん
の
人
出

統
計
調
査
員
各
種
表
彰
・
感
謝
状

鈴木 昭治さん

矢吹正太郎さん

中島 辰昭さん

商
業
統
計
調
査
員
と
し
て
ご
活

躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら

ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
25
日
に
は
矢
吹

正
太
郎
さ
ん（
谷
沢
）が
平
成
19

年
度
福
島
県
統
計
協
会
名
誉
会

長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
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10
月
27
日
、
中
央
公
民
館
図
書
室
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
図
書
室
は
、
明
る
く
、
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
や

子
ど
も
達
が
自
由
に
読
書
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く

り
、
約
2
倍
の
広
さ
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
図
書
室
備
品
購
入
な
ど
の
た
め
多
額

の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
、
大
野
悦
人
さ
ん
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
、
子
ど
も
代
表
の
草
野
舞
さ
ん
ら
が

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
29
日
、
町
長
室
で
防
衛
大
臣
感
謝
状
受
賞
報

告
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
感
謝
状
を
う
け
た
国
井
喜
久
次（
鹿
ノ
坂
）さ

ん
は
自
衛
官
募
集
相
談
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
募

集
活
動
に
尽
力
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

　

国
井
さ
ん
は
同
月
27
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル

市
ヶ
谷
で
行
わ
れ
た
感
謝
状
贈
呈
の
式
典
で
石
破
防

衛
大
臣
か
ら
感
謝
状
を
う
け
、
翌
28
日
、
朝
霞
訓
練

場
で
挙
行
さ
れ
た
観
閲
式
を
福
田
総
理
ら
と
観
覧
し

ま
し
た
。

中
央
公
民
館
図
書
室
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

国
井
喜
久
次
さ
ん
へ

　
　
　

防
衛
大
臣
感
謝
状

　

10
月
20
日
、
共
同
福
祉
施
設
ホ
ー
ル
で
石
川
町
総

合
文
化
祭
参
加
事
業
の
第
15
回
音
楽
祭
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

琴
、
大
正
琴
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
ギ
タ
ー
、
コ
ー

ラ
ス
、
吹
奏
楽
の
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に
7
団
体
が
参

加
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
華
や
か
に
披
露
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
初
め
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
わ
っ
と
い
し

か
わ
劇
団
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」も
演
じ
ら
れ
、
花
を
片
手
に
歌
い

踊
る
す
が
た
に
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

10
月
21
日
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
中
心
に
石
川
町

消
防
団（
荒
木
強
団
長
）平
成
19
年
秋
季
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
出
川
か
ら
石
尊
山
ま
で
の
中
継
・
放
水
訓
練
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
救
急
救
命
訓
練
、
消
防
器
具
メ
ー

カ
ー
に
よ
る
機
械
器
具
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
訓
練
、
初
任

者
研
修
や
規
律
訓
練
な
ど
実
践
的
な
訓
練
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
寒
く
な
り
火
災
の
起
こ
り
や
す
い

シ
ー
ズ
ン
で
す
。
火
の
元
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

日
頃
の
練
習
の
成
果
を

　
　
　
　
　

音　

楽　

祭

消
防
団
秋
季
訓
練

7 ● 広報いしかわ 12 月号



●
町
民
と
と
も
に
歩
む
町 

い
し
か
わ

職業

▲

須賀川市にある特別養護老人ホーム愛寿園で介
護師をしています。

今、情熱を傾けて取り組んでいることは何ですかQ
A 仕事面では、利用者の方へより質の高い介護サービス
が提供できるよう努めています。趣味はお菓子作りで、
いろいろな種類のお菓子づくりに挑戦しています。
将来やってみたいことや夢を聞かせてくださいQ

A 家族みんなが仲良く、明るく楽しい家庭が築ければ幸
せです。

矢吹　宏美 さん（23歳）●曲木字小和清水
将来どんな町になって欲しいですかQ

A 高齢者の方、子ども、ハンディがある方がより良く生
活できる環境が整って欲しいと思います。また、活気
あふれる町になって欲しいです。
最後に理想のタイプはQ

A 仕事を一生けんめいがんばる人。穏やかで優しい人。

▲

次回は、矢吹さんの紹介で二瓶由徳さんです。

子
ど
も
は
１
人
で
、
孫
が
２
人
で
す
。

結
婚
さ
れ
て
50
年
、
思
い
出
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和
32
年
5
月
に
結
婚
、
農

家
で
、
米
、
そ
菜
、
こ
ん
に
ゃ
く
玉
な

ど
を
生
産
し
ま
し
た
。
昭
和
40
年
半
ば
か
ら
、

勤
め
に
出
ま
し
た
。
当
時
は
朝
晩
、
農
業
を

行
い
日
中
は
、
働
き
に
出
る
と
い
う
の
が
一
般

的
だ
し
た
が
、
体
力
的
に
も
苦
労
し
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。
現
在
は
、
孫
に
囲
ま
れ
、
稲

作
の
ほ
か
食
べ
る
分
の
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。

温
泉
旅
行
で
す
。

今
出
川
・
北
須
川
の
桜
並
木
で
す
。毎
年
、

見
に
行
き
ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教
え
て

く
だ
さ
い

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

景
気
の
回
復
を
図
り
、
誰
も
が
住
み
よ

い
豊
か
な
町
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

長寿活動をがんばっています

氏名：二平　安則 さん（72歳）
　　　　　　満智 さん（71歳）
住所：中野字矢ノ内
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▲サークル紹介コーナー

▲

第32回

▲真剣で楽しい練習風景

　

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
は
、
卓
球
の
ル
ー
ル

で
、
ボ
ー
ル
を
大
き
く
し
ス
ピ
ー
ド
を

抑
え
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

誰
で
も
手
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る

球
技
で
す
。

　

私
た
ち
は
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
か

ら
、
中
谷
地
区
公
民
館
体
育
館
で
仲
間

づ
く
り
と
健
康
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
楽

し
み
な
が
ら
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

少
女
の
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
健
康
増
進
、

笑
い
が
絶
え
な
い
明
る
い
サ
ー
ク
ル
で

す
。

●「ハッピースマイル」と「集暖」では参加してくれるお子さん（3歳以下）、グループを募集していま
す。お気軽にお問い合わせください。石川町役場総務課　26－2111

●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真画像を添えお送りく
ださい。 Koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

▲みんな笑顔で

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
中
谷
支
部

矢吹　優
ゆう

醐
ご

ちゃん（右）

「やさしいゆうクン、やんちゃなりょうクン
いつまでも二人仲良く元気いっぱいに育ってね」

パパ、ママより（谷沢字京賀ノ内）

矢吹　瞭
りょうま

磨ちゃん（左）
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宝
物
を
さ
が
し
て
〜
㉕

大
壇
古
墳
群（
県
指
定
史
跡
）
大
字
新
屋
敷

　

前
方
後
円
墳
2
基
と
円
墳
7
基
か

ら
な
る
、
6
世
紀
初
頭
か
ら
7
世
紀

初
頭
に
か
け
て
の
古
墳
群
で
す
。
最

大
の
前
方
後
円
墳
は
墳
丘
部
の
長
さ

が
約
39
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
周
溝
の
跡

も
認
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
古
墳

に
埋
葬
さ
れ
た
の
は
、
石
川
地
方
を

支
配
し
た
豪
族
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
古
墳
群
は
保
存
状
態
も
良

好
で
、
福
島
県
内
で
も
珍
し
く
、
学

術
的
に
も
非
常
に
価
値
が
高
い

も
の
で
す
。

▲

大
小
の
古
墳
が
密
集
し
て
い
ま
す

▲

上
空
か
ら
見
た
全
景
で
す

▲S46県指定史跡です

▲最大の前方後円墳（１号墳）

新
・
石
川
の
教
育

新
・
石
川
の
教
育

新
・
石
川
の
教
育
紹
介
コ
ー
ナ
ー

▲小中混合グループでの話し合い▲プロジェクターを使っての講演会

今
月
は
、小
中
学
校
間
交
流
授
業
と
教
職
員
研
修
の
一
端
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

《小中学校間交流授業》
　小学校から中学校への橋渡しがスムーズ
に行われれば、「小学校で培った学力や人間
性が、中学校で順調に発展する」という伝説
のもとに、小中学校の教師それぞれが、お互
いの学校で授業を行ったり、児童生徒が一緒
に授業や活動をしたりする教育システムが、
「小中学校間交流授業」です。
　10月16日には、母畑小学校の5・6年生と石
川中学校の2年生が、一緒に「国語」の授業を
受ける交流授業が行われました。授業の内
容は、小学生が中学生にインタビューをし、
それに中学生が的確に答える、質問事項や答
えをメモに取る、校舎内を案内するというも
のでした。真剣に学習し、微笑ましい雰囲気
が漂っていました。

　「キャリア教育」とは、子どもたち一人一人の
勤労観や職業観を育てる教育です。義務教育
段階では、目的に適う進路選択のために、小学
生、中学生の時代から意識付けを図る指導が求
められています。
　この指導方法を学ぶため、教職員研修の一環
として、千葉商科大学教授の鹿嶋研之助先生を
お招きし、「小中学校におけるキャリア教育の
進め方と学校づくり」と題した講演をいただき
ました。この講演には、町内の教職員のほか、
保護者の方々も多数参加されました。
　鹿嶋先生は、「進路」という教科はないので、
全教科、全教育活動で指導していくことが大切
であり、 家庭でも、子どもたちに家族の役割を
与えることもキャリア教育として大事である
と説かれました。また、保護者が一生懸命働い
ている姿を子どもに見せることも、インパクト
のある指導になると力説されていました。

《キャリア教育講演会》

広報いしかわ 12 月号 ● 10



介
護
支
援
コ
ー
ナ
ー

介  

護  

の  

窓

介  

護  

の  

窓

高 額 療 養 費 の 支 給

「
介
護
予
防
」っ
て
、
ど
う
い
う
こ
と
？

　高額療養費とは病気やケガなどでお医者さんにかか
り、限度額を超えて一部負担金を支払ったとき、超え
た分が申請により払い戻される制度です。
　同じ人が、同じ月内に、同一の医療機関で次の表の
限度額を超えて一部負担金を支払った場合、その超え
た分が支給されます。
自己負担限度額（月額）

入院した場合
　一医療機関の窓口での支払いは限度額までとな
ります。限度額は所得区分によって異なりますの
で、あらかじめ限度額適用認定証（住民税非課税世
帯の方は限度額適用・標準負担額減額認定証）の交
付を申請してください。この認定証を医療機関の

窓口に提示することにより、窓口での支払いが限
度額までとなります。
世帯で合算して限度額を超えたとき
　同じ世帯で、同じ月内に一部負担金を21,000
円以上支払った場合が複数あるとき、その合計額
が限度額を超えた場合、超えた分が支給されます。
高額療養費の支給が４回以上あるとき
　同じ世帯で、12ヶ月の間に４回以上高額療養費
の支給をうけたとき、４回目からは限度額が低く
なります。

計算のしかた
①対象になるのは、保険診療の一部負担金のみ。
　入院時の食事代や差額ベッド代、歯科の自由診療な
どは対象になりません。
②月の１日から末日までで計算をします。
③医療機関ごとに計算します。（診療科ごとに計算する
場合があります）
④同一の医療機関でも、歯科とほかの診療科は別々に
計算します。
⑤同一の医療機関でも入院と外来は別々に計算します。
　ただし、入院中に歯科以外の診療科を受診した場合
の一部負担金は合算します。

３回目まで 4回目以降

上位所得者
150,000円

83,400円医療費が500,000円を超えた場
合は、その超えた分の１％を加算

一般
80,100円

44,400円医療費が267,000円を超えた場
合は、その超えた分の１％を加算

住民税非課税世帯 35,400円 24,600円
＊上位所得者とは、国民健康保険税の算定の基礎となる基礎控除後の総所
　得金額等が600万円を超える世帯をいいます。

　

介
護
予
防
と
は
、
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
方
に
対
し
て
も
、
生
活
機
能
の
維
持
・
向
上
を
積

極
的
に
図
り
、
要
支
援
・
要
介
護
状
態
の
予
防
及
び
そ
の
重
症
化
の
予
防
・
軽
減
に
よ
り
、
高
齢

者
本
人
の
自
己
実
現
の
達
成
を
支
援
す
る
こ
と
で
す
。

・
元
気
な
高
齢
者
で
あ
っ
て
も
、
加

齢
、
疾
病
や
環
境
の
変
化
、
精

神
的
要
因
等
を
き
っ
か
け
と
し

て
生
活
機
能
の
低
下
が
起
こ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
て
も
、

生
活
機
能
の
維
持
・
向
上
の
取

組
に
よ
り
、
生
活
機
能
の
低
下

を
防
止
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

・
と
り
わ
け
、
生
活
機
能
の
低
下
が

疑
わ
れ
る
状
態
、
ま
た
は
軽
度

な
生
活
機
能
の
低
下
が
疑
わ
れ

る
状
態
で
の
「
水
際
作
戦
」
が
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
生
活
の
質
（
Ｑ

Ｏ
Ｌ
）
を
維
持
す
る
上
で
重
要

で
す
。

介
護
予
防
の
考
え
方

介
護
早
分
か
り
ガ
イ
ド 

パ
ー
ト
⑤
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食改さんの｠食改さんの｠ 豆腐入り鶏団子の肉じゃが風

第33回

あなたは関係ないと思っていませんか…

12月1日は「世界エイズデー」

●作り方
① 豆腐はキッチンペーパーなどで水気を切っておく。
② 玉ねぎはみじん切りにする。
③ 豆腐は手で潰しながらボウルに入れ、挽肉と②とスキムミルクを加えて練り合わせる。
④ 塩で味付けし、つなぎに片栗粉を加え団子状にする。
⑤ 鍋にじゃが芋、人参、玉ねぎを入れ、水を材料が浸るまで加える。
⑥ Ａで味付けをして、火がとおるまで煮込む。
⑦ 味がしみ込んできたら、鶏団子としらたきを加える。火がとおり味がしみたら出来上がり。
⑧器に盛り付けて、彩りにグリーンピースをのせる。 ▲鶏団子は最後に入れます

今、日本ではHIV感染者・エイズ患者が増えつづけています。

材
料（
4
人
分
）

●食改さんの
　11月から各地区で講習会を開催し、ヘルシーメニューとして作りました。
鶏団子に豆腐を加える事でヘルシーになり、スキムミルクはカルシウムが多く骨を丈
夫にしてくれます。団子が軟らかいときは、パン粉を加えるといいですよ。野菜もたく
さん食べることが出来て、バランスの取れた一品です。鶏団子は他に、豆腐ハンバーグ
や鶏団子スープにしても美味しいです。沢山の野菜と合わせて作ってみてください。

●栄養士からひとこと
　毎年１１月から１２月まで各地区で食改さんが体にやさしい料理の講習会を実施し
ています。
　一品でたんぱく質、カルシウム、ビタミンと多くの栄養を、一度に摂ることが出来るメ
ニューです。鶏団子はいろいろな料理に利用でき、季節の野菜と合わせて作りましょう。

鶏ひき肉････････････････････ ２００g
木綿豆腐･･･････････････････････ １丁
玉ねぎ（みじん切り）･･････････ １/ ２個
片栗粉･････････････････････大さじ２
スキムミルク･･･････････････大さじ１

塩･････････････････････････････少 々
じゃが芋（乱切り）･････････････中４個
人参（乱切り）･･･････････････････ １本
玉ねぎ（串切り）･････････････････ １個
しらたき（２～３ｃｍ幅）･････････ １袋

　　砂糖･･･････････････････大さじ２
　　しょうゆ･･･････････････大さじ２
　　酒･････････････････････大さじ２
　　みりん･････････････････････適量
　

Ａ（
メタボリックシンドローム予防伝達料理特別編

昨年､ 新たに報告された感染者は780人、患者は385人と過去最高になり極めて深刻な状況になっています。

ＨＩＶ（ヒト免疫不全ウイルス）に感染しておこる病気で感染すると身体を守る免疫系が破壊され身体の抵抗力がお
ちて様々な感染症や悪性腫瘍にかかってしまう病気です。

最近､ 性行動の若年化や性の商品化など子どもたちをとりまく環境の変化でエイズばかりでなく性行為感染症が
増えています。「自分を大切にできる」そのうえで「相手（友人・恋人・家族・・・）も大切にできる」気持ちを子ども
も大人も改めて考えたいですね。
県中保健福祉事務所では匿名によるエイズ検査、相談が受けられます。まずはお電話を・・・・

エイズ相談専用ダイヤル　電話０２４８－７５－４３３８

エイズってなに？

どうやって感染するの？

大切なことは・・・

無防備な
性的接触

血液感染
輸血や注射針の共用

母子感染
感染している母親から胎盤を
介して、または出産時・授乳
によって子どもに感染するこ
とがあります

広報いしかわ 12 月号 ● 12



石 川 町 1 2 ～ 1 月 の 主 な 予 定

在宅当番医

１歳児健診　　　　　　  （9：30～）
ねんきん相談（郡山社会保険事務所）（10：00～）
３歳児健診　　　　　　（13：00～）
小中学校第２学期終業式
母畑レークサイドスケート場開き
天皇誕生日
在宅当番医
在宅当番医
心配ごと相談　　　　　（10：00～）

在宅当番医
在宅当番医
大晦日
在宅当番医

15土
16日
17月
18火
19水
20木

21金
22土
23日

24月
25火
26水
27木
28金
29土
30日
31月

大竹眼科

保健センター
勤労青少年ホーム
保健センター

母畑レークサイド

ひらた中央病院
ひらた中央病院　
老人福祉センター

ひらた中央病院
ひらた中央病院

ひらた中央病院

12月 ●December

在宅当番医
在宅当番医
在宅当番医
新年互例会　　　　　　（11：00～）

在宅当番医

小中学校第３学期始業式
6～7ヶ月児健診　　 　　（9：30～）
3～4ヶ月児健診・ＢＣＧ（13：00～）
心配ごと相談　　　　　（10：00～）

第60回石川町成人式　　（11：00～）
消防出初式
在宅当番医
在宅当番医

1火
2水
3木
4金
5土
6日
7月
8火
9水
10木
11金
12土
13日

14月
15火

ひらた中央病院
ひらた中央病院
ひらた中央病院
ホテル松多屋

とうまちクリニック

保健センター
保健センター
老人福祉センター

ホテル松多屋　　

ひらた中央病院
ひらた中央病院

1月 ● January

町県民税
（４期分）

介護保険料
（６期分）

国民健康保険税
（６期分）

12月25日までに
納めましょう

（平成19年10月１日～10月31日までの届出分　敬称略）

氏　　　名 保　  護  　者 住　所
小松　瑞

みず

希
き

佐藤日
ひ ゅ う が

向翔
添田　幸

ゆき

勢
なり

鈴木　遼
りょう

大
た

円谷　心
ここ

音
ね

小林京
きょう

太
た

郎
ろう

十文字來
く

優
う

大竹　舞
ま

祐
ひろ

小木　綾
あや

乃
の

大竹　悠
ゆう

斗
と

佐藤　美
み

空
く

宗形由
ゆ

里
り

亜
あ

（隆　行・廣　子）
（孝　行・由　香）
（栄　幸・真　純）
（優　一・佳　子）
（隼　人・　香　）
（庸　介・麻　里）
（　龍　・亜　紀）
（　敦　・由　紀）
（　浩　・五　織）
（伸　佳・弥　生）
（和　広・ゆかり）
（辰　哉・由香里）

下ノ内
曲　木
北山形
古　舘
中　野
塩　沢
鹿ノ坂
松木下
板　橋
王子平
中　野
古　舘

新  　郎  　新  　婦 （ 出 身 地 ）
中島　幸治（沢　井）・佐藤　美香（中　野）
飯森　正彦（須賀川市）・吉田　百恵（境ノ内）
水戸　　巧（曲　木）・鈴木　憲子（曲　木）

氏　　　名 住　　　所
宮　　　重　春
藤　島　辰　良
吉　田　淳　逸
忍　田　定　美
秋　山　照　雄
田　口　春　吉
遠　野　一　男
伊　藤　フ　ミ
首　藤　昌　弘
近　藤　サ　ト
佐　藤　セ　ン
林　　　健　作
山　口　日　祥
遠　藤　市三郎
桑　澤　房　雄

境ノ内
双　里
当　町
下　泉
屋敷入
下　泉
下　泉
新　町
松木下
沢　井
曲　木
大　室
沢　井
王子平
北　山
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編集後記
　年の瀬です。みなさん今年は、どん
な年だったでしょうか？楽しいことも、
つらいこともあったと思います。花は
秋になると枯れてしまいますが、寒い
冬を耐え春に芽を吹かせます。それで
は人間はどうでしょう？死んでしまうと
終わり？一人の人間が生きたことによ
って家族を作りそして、さまざまなも
のが引き継がれていきます。一人の人
間は悲しみばかりではなく、喜びもた
くさん遺してくれると思います。

（吉田知克）

昔は、茎を乾かしてたたいてほぐすことにより、
衣服に用いられてきました。今では利用される
こともなくなり、山野に生えるカラムシに気をと
める人もほとんどありません。　

（写真提供／関根政信さん）

　石川文化幼稚園に通う山田航輝くん、拓海くん、
祖父の和夫さん、祖母の文子さんです。

表紙の 登場人物

編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL（0247）26-2112　FAX（0247）26-0360
URL http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail Koho_K@town.ishikawa.fukushima.jp

アオカラムシ（イラクサ科）
町の人口

１８，430人（△  6）

（  ）内前月比

●11月1日現在住民基本台帳●

男
女
世帯数

8，990人（△  6）
９，440人（±  0）
５，714戸（△  1）

第249回

中谷第一
小学校

【施設紹介】　飛鳥川を見下ろす高台に建つ校舎
で、５月には、校庭を囲む土手一面に咲くつつじが自
慢です。６８名の子どもたちは、「思いやる子ども」
「進んでやる子ども」「きたえる子ども」を目標に、元
気いっぱい楽しく学校生活を送っています。

町民憲章
1.自然と文化を愛し
　　　　　　　豊かな町をつくりましょう
1.親切と勤労をむねとし
　　　　　　　住みよい町をつくりましょう
1.歴史と未来をみつめ
　　　　　　　誇りある町をつくりましょう

　図工の時間に、木を使って、鳥や花などの飾りを作りました。のこぎりや糸のこを使って丸味のあ
る、やわらかな形を作るのに苦労しました。
上段左から　矢内智加さん　矢吹美香さん　水野美弥子さん　我妻結衣さん　南條晴香さん
下段左から　根本淳平さん　矢吹智彦さん　有賀敬悟さん（以上６年生）　小湊光さん（３年生）

「やわらかな形　やさしい形」
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